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　「薬剤師業務は法律と政治が深く関わっている。
薬剤師がより一層活躍できるよう、現場の声を政
治に結びつけていきたい」と意気込みを語る日本
薬剤師連盟副会長の神谷政幸さん。今年３月25
日の日本薬剤師連盟の定時評議員会で、藤井基之
参議院議員の後継候補として選任を受けた。神谷
さんは地元である愛知県豊橋市などで４軒の薬局
を経営。日々、薬剤師として店頭で処方箋調剤、
ＯＴＣ医薬品販売、在宅医療などに従事するなど
地域住民の健康をサポートしている。現場の薬剤
師として培った経験を軸に２年後の国政選挙に挑
んでいく。

　神谷さんは1979年１月生まれの41
歳。現在、相談役を務める「神谷薬局」

は65年以上の歴史があり、神谷さんは３代目。幼
少期から薬局を通過して自宅に入るという職住一体
だったこともあり、薬剤師である祖父や父親の仕事
ぶりを身近に見て育った。当時は、まだ医薬分業が
現在ほど浸透していなかった時期でもある。地域住
民からの健康相談に真摯に対応する父親の姿に「自
分も薬剤師として、地域の人から頼られる存在とな
りたい」との思いを重ねながら、自然と薬剤師を志
すようになったという。
　2003年に福山大学薬学部を卒業後、実家の薬局
には戻らず製薬企業のエーザイに就職。「当時は、
医薬分業が進み始めた頃で、薬局業態も大きく変化
しようとしていた。まずは薬業界全体を俯瞰できる
製薬企業に勤務し、薬がどのように生まれ、患者へ
と届けられているのか現場で学び、業界動向を見定
めていきたいと考えていた」と話す。開業医担当Ｍ
Ｒとして大阪府の守口、門真、大東エリアでの学術

情報提供活動に従事。「関西
には全く馴染みはなかった
のですが、皆さん懐に入る
と凄くよくしていただき、
楽しかった」と当時を振り
返る。
　その後、父親が急逝。３
年半勤めたエーザイを退職し、26歳の時に家業の
薬局を継ぐ格好となった。「当時から４店舗を展開
し、従業員もいたため、なんとかしないといけな
いと考え、急遽退職を決めて戻って来た」と神谷
さん。既に父親も他界して、何も分からない状態か
らの薬局経営のスタートに、苦労は尽きなかったと
いう。
　その後、自らの薬局経営に加えて、地元薬剤師会
や青年会議所などの役職にも就き、行政とのつなが
りも経験していく。団体役員としては▽09年に豊
橋市薬剤師会理事▽13年愛知県薬剤師会理事・同
県薬剤師連盟の総務担当▽14年日本薬剤師連盟企

画実行委員会委員▽17年愛知県
薬常務理事▽18年日本薬剤師会
災害対策委員会委員・豊橋青年会
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26歳で家業の薬局継ぐ
団体役員や地域活動経験
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